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◆   課題

　ほとんど書かれなくなったけど、まだまだ見かけることのある変体仮
名を再発見してもらうこと

◆   目的

1. 楽しみながら変体仮名に興味を持ってもらうこと

2. 古典籍の変体仮名を読んでみるという、新たな日本文化へのアプ
ローチに触れてもらうこと



◆   課題１への取り組み
「日本橋　変体仮名マップ」

対象者

• 変体仮名への関心が薄かった人

　→訪日外国人を含む観光客

フィールドワーク

• 江戸以来の老舗が点在する日本
橋人形町をフィールドとして、看板
や店構えの撮影を実施



◆   課題１への取り組み
「日本橋　変体仮名マップ」

コンテンツ作成

• 看板に変体仮名を採用している店舗を「Google マイマップ」でマッピ
ング



◆   課題２への取り組み
「古の文字読めるカナ展」

対象者

• ある程度変体仮名に関心があり、読みたいと
思っている人　　　　　　　　　　　　→文化施設を
訪れた人

図書館職員さんへの説明

• 展示構想を図書館職員さんの前でプレゼン
テーションし、使用許可をいただいた



◆   課題２への取り組み
「古の文字読めるカナ展」

展示

• 専修大学が所蔵する「為秀本源氏物語」の冒頭を使用

• ギャラリートーク

• パネルを基にまとめた小冊子の配布



◆   本実践が達成に寄与するSDGs

• 手軽な学習手段の提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→変体仮名を
通して日本（和食）文化に触れられるという新しい　　　　　　   観光ス
タイル

• 変体仮名を読むための学習機会を提供　　　　　　　　　　　　→展示物
を見て鑑賞することから、読んで鑑賞することへという、   もう一歩
踏み込んだ日本文化へのアプローチ

質の高い教育をみんなに



◆   本実践が達成に寄与するSDGs

• 商店街の活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→観光業界や商
店街とコラボレーションするという、各業種を　   活性化させるアイデ
アとなった

• 地域の活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→変体仮名を使っ
て、その地域の歴史を振り返ってもらったり、   地元への理解を深め
てもらったりするきっかけとなった

住み続けられるまちづくりを/働きがいも経済成長も



◆   本実践が社会に及ぼした影響

• 街中にある変体仮名について手軽に学習でき
る機会の提供　　　　　　　　　　　　　　→イン
ターネットのWEBコンテンツを利用   し公開

• 海外にいる日本や日本語に興味を抱いた人
が、簡単に変体仮名を知る学習機会の提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→1週間で4、5回程度海外からのアクセス    
がある

いつでも、誰でも、どこでも



◆   本実践が社会に及ぼした影響

文化施設での展示モデルケース

• 「少なくとも50人以上は冊子を手に取り、閲
覧」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→展示の開催形式上、見学者の計数は困難　　　　　　　　　　　
→この数字は持ち帰り用に作成した冊子数

• 専修大学に興味を抱いた方の目に触れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→専修大学が運営しているホームページの   
図書館の項目で、私たちの展示の紹介を   
していただいている



◆   私たちのアクションの持続可能性

持続的な変体仮名学習とは何か

• 変体仮名に触れる楽しみを人々に恒常的に提供すること　　　　　→街
中にある「変体仮名の看板」の文化的価値の再発見　　　　　　　　　　　　　　　
→古典籍は身近にある文化遺産であることへの気付き

• 変体仮名を「よくわからないもの」から、「読めるもの」にする必要がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→観光目的で街を歩いている人、文化施設に足を運んだ人、とい   う意
識の異なる対象者へのアプローチが必須



◆   「変体仮名マップ」の次の課題

より多くの人に見てもらうこと

• 変体仮名マップのマニュアル化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→観光業界や商店街とのコラボレーション 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→各商店で店構えと看板の撮影を行ってもら   
い、解説図のみ作成するイージーオーダー   メイ
ド風の仕組みを作る

• 外部サイトとの連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→多言語での掲載　　　　　　　　　　　　→LIVE 
JAPAN、Omotenashi Nihonbashi、   トー
キョー ガイドとの連携



◆   「古の文字読めるカナ展」の次の課題

より多くの人に見てもらうこと

• 次回の展示　　　　　　　　　　　　　　→大学近
隣図書館での開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

• より効果的な展示方法の共有　　　　　→変体
仮名を展示する際のポイントなど　   をまと
め、インターネットに公開する

• 外部サイトとの連携　　　　　　　　　　→LIVE 
JAPAN、Omotenashi       
Nihonbashi、トーキョー ガイド　など



◆   構想している新たな取り組み

変体仮名のアート化

• 非漢字圏の人に興味を持ってもらう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→「よくわからないもの」をアートにすることで、   変体
仮名に対する窓口を広げる

• 『パーソンズ美術大学』とのコラボレーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→変体仮名の四コマTシャツや湯飲み、手拭いなど   
のグッズを作成

• グッズの販売　　　　　　　　　　　　　　　　→変体仮名の
作品を展示している施設で販売



◆   活動を継続していくために

メンバーの有志募集

• 変体仮名マップのマニュアル化

• 「古の文字読めるカナ展」の次期開催

• 変体仮名のより効果的な展示方法の共有

• 外部サイトとの連携

• 変体仮名のアート化とグッズ販売

• 外部施設との提携



ご清聴ありがとうご
ざいました
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